
資
料
紹
介

鶴
岡
本
御
成
敗
式
目
の
四
声
点
並

乎
古
止
点
に
簸
て

池
　
内
　
義
　
資

　
漢
字
の
伝
来
す
る
や
こ
れ
を
日
本
語
の
様
に
読
ま
し
め
る
た
め
に
、
随
分
苦

心
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
乎
古
止
点
は
、
こ
の
必
要
の
た
め
に
案
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
新
た
に
、
書
籍
が
舶
載
せ
ら
れ
る
と
、
朝
廷
は
縛
士
の
官
に
命

じ
て
、
和
訓
を
附
け
し
め
た
。
こ
の
点
は
、
そ
れ
を
加
え
た
家
の
秘
伝
で
、
そ

の
家
の
号
に
よ
り
或
は
菅
家
点
と
か
、
江
家
点
と
か
云
い
、
…
又
そ
の
点
を
加
え

た
家
を
ば
そ
の
書
に
よ
つ
で
、
史
記
家
と
か
漢
書
家
と
か
豫
つ
た
。
乎
古
止
点

は
漸
次
整
頓
さ
れ
て
後
に
は
点
図
も
出
来
た
。
仮
名
が
聚
明
せ
ら
れ
、
初
め
は

乎
古
止
点
の
補
助
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、
仮
名
は
言
語
を
写
す
も
の
で
あ
る

か
ら
『
乎
古
止
点
』
は
追
々
仮
名
に
位
置
を
譲
り
『
返
点
』
　
『
四
声
点
』
そ
の

他
純
粋
の
符
号
に
属
す
る
も
の
の
み
が
行
わ
れ
る
様
に
な
っ
た
。

一
　
四
声
点
、
乎
古
止
点
の
あ
る
式
霞
古
写
本

『
乎
古
止
点
』
は
国
語
掌
の
範
囲
で
私
は
全
く
の
素
入
で
あ
る
。
た
だ
、
御

成
敗
弐
目
の
古
写
本
、
．
古
刊
本
に
よ
る
・
式
臼
の
校
合
を
試
む
る
聞
に
、
四
声
点
．

や
乎
古
止
点
を
附
し
た
古
写
本
を
三
本
見
た
。
こ
れ
ま
で
の
式
唐
研
究
は
式
爵

の
形
態
論
、
塞
文
交
字
の
校
合
比
較
に
よ
っ
て
公
家
本
と
武
家
本
の
系
統
を
明

か
に
し
、
或
は
式
目
の
実
施
状
況
や
、
後
世
分
国
法
に
与
え
た
影
響
等
が
主
流

を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
流
布
本
の
御
成
敗
式
霞
は
類
従
板
本
で
あ
る
が
、

そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
応
永
四
年
書
写
本
を
底
本
と
し
、
大
永
・
享
禄
両
刊
本

井
大
乗
院
富
尊
円
注
親
王
真
翰
摸
写
本
を
以
て
校
合
し
た
も
の
で
、
享
禄
刊
本

蹟
文
に
は
小
槻
宿
禰
俘
治
が
『
清
家
点
』
を
施
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
大
永
刊

本
の
駿
も
同
じ
く
艶
治
で
「
推
点
霞
」
と
あ
る
か
ら
こ
れ
も
『
溝
家
点
』
を
加
え

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
類
従
本
も
亦
同
様
『
清
家
点
』
で
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
式
霞
古
［
写
本
中
『
四
声
点
』
　
『
乎
古
［
止
点
』
を
附
し
た
も
の
は
最
古
［
の
奪
本

と
云
わ
れ
る
菅
本
・
鶴
岡
本
・
康
永
二
年
本
の
御
成
敗
式
目
で
あ
る
。
康
永
二

年
御
成
敗
式
目
は
書
写
年
代
の
明
確
な
最
古
の
写
本
で
あ
る
。
本
書
に
は
朱
墨

工
様
の
点
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。
墨
点
は
近
交
書
写
と
同
一
筆
蹟
、
書
風
、
墨

色
で
あ
る
か
ら
初
め
か
ら
施
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
朱
点
は
後
に
加
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
『
返
点
囮
『
切
点
』
『
連
続
符
』
等
に
つ
い
て
は
山
田
孝

雄
博
士
が
同
書
の
古
［
典
保
存
会
複
製
本
に
解
説
ぜ
ら
れ
て
あ
る
。

　
菅
本
御
成
敗
式
目
は
墨
の
圏
点
を
以
て
そ
の
寧
の
四
声
点
を
示
す
も
の
百
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
九
あ
り
、
O
の
圏
点
は
清
音
を
ハ
X
の
圏
点
は
濁
膏
を
示
す
。
外
に
字
に
仮
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

を
附
し
て
そ
の
読
方
を
示
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
連
続
符
は
二
宇
の
聞
に
直
線
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を
引
い
て
こ
れ
を
示
し
（
□
i
□
）
　
『
一
』
　
『
レ
』
の
返
点
、
助
詞
、
助
動
詞
、

動
詞
活
爾
形
の
仮
名
を
附
す
る
。
こ
の
仮
名
は
片
、
平
仮
名
混
用
で
、
片
仮
名

は
母
字
の
異
る
に
よ
り
異
体
の
仮
名
を
用
い
た
所
も
あ
る
。

　
　
　
二
　
鶴
岡
本
御
成
敗
式
目
の
朱
墨
点

　
鶴
岡
本
御
成
敗
式
霞
は
式
目
古
写
・
本
中
最
も
優
れ
た
も
の
な
る
こ
と
は
、
植

木
博
士
が
追
窮
閣
複
製
本
の
解
説
に
詳
か
で
あ
る
が
、
そ
の
朱
墨
の
点
に
つ
い

て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
本
書
の
『
点
』
に
は
『
墨
点
』
と
『
朱
点
』
の
二
通
り
が
あ
る
。
　
『
墨
点
』

は
墨
色
、
書
風
共
に
本
文
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
本
文
が
書
写
さ
れ
た
時
、
直

ち
に
こ
れ
を
施
し
た
も
の
と
考
え
る
。
　
『
朱
点
』
は
後
に
鋼
人
の
手
に
よ
っ
て

施
さ
れ
た
も
の
で
『
穂
士
家
点
』
で
あ
っ
て
、
年
代
は
推
定
出
来
な
い
が
、
尚

乎
吉
止
点
が
相
当
行
わ
れ
て
い
た
時
代
に
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
本

轡
に
は
『
墨
点
』
と
『
朱
点
』
と
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
区
罰
し
て
説
明
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
　
　
三
　
鶴
岡
本
御
成
敗
式
目
の
墨
点

　
『
墨
点
』
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
が
云
え
る
。

　
一
、
助
詞
、
助
動
調
、
活
用
語
尾
を
承
す
に
仮
名
点
を
用
ゆ
。
仮
名
は
片
、

　
　
平
仮
名
混
用
で
異
体
の
仮
名
も
あ
る
。

　
二
、
返
点
は
『
一
』
『
二
』
『
レ
』
『
上
』
『
申
』
『
下
』
が
用
い
ら
れ
て
あ
る
。

　
三
、
漢
字
の
『
連
続
符
』
は
『
ロ
ー
□
』
の
如
く
『
線
点
』
で
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
、
　
『
四
声
点
』
は
『
O
』
及
び
『
X
』
の
呵
圏
点
』
で
、
圏
が
平
筆
に
書
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
れ
、
　
『
O
』
が
清
音
、
　
『
X
』
が
濁
音
を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
　
　
入
　
　
去
　
　
　
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
O
　
O
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
㌔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

清

濁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
X
　
　
　
　
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
　
　
平
　
　
上
　
　
　
平

　
五
、
漢
字
の
膏
読
、
訓
読
は
墨
の
『
線
点
』
が
直
線
（
…
）
の
も
の
も
あ
る

　
　
が
、
多
く
は
弧
線
（
（
）
（
）
）
で
、
字
の
窟
側
に
附
し
て
あ
る
の
が
膏
読
、

　
　
左
側
に
附
し
て
あ
る
の
が
訓
読
を
示
す
。

　
六
、
　
一
…
五
の
例
証

　
　
ニ
　
　
み

　
　
三
日
　
（
起
請
）

　
　
ト
モ
　
　
　
ぜ

　
　
錐
レ
不
凱
遅
道
理
（
起
請
）

　
　
、
　
　
　
シ

　
　
可
下
修
理
神
社
一
専
申
祭
日
出
事
（
第
一
条
）

　
　
　
ミ
ド
ブ
シ
テ
フ

　
　
右
紳
奢
依
漏
人
之
敬
一
増
レ
威
人
者
依
昌
神
之
徳
　
添
運
（
神
は
音
よ
み
、
人
は

　
　
　
訓
よ
み
を
示
す
）

　
　
　
ラ
ン

　
r
出
来
鰍
（
起
請
）
然
則
（
第
一
条
）
　
（
連
続
符
で
訓
よ
み
を
示
す
）

　
　
有
封
（
第
一
条
）
　
（
連
続
符
で
音
よ
み
を
示
す
。
有
は
清
音
、
封
は
濁
音
）

餐
一
続
誕
旧
藩
（
如
は
濁
音
、
左
は
清
音
）

　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
嚇
宮
本
、
鶴
岡
本
の
『
四
声
点
』
の
全
く
一
致
せ
る
も
の
が
八
語
あ
る
が
、
こ
れ

は
そ
の
文
字
を
読
む
場
合
に
『
ア
ク
セ
ン
ト
（
音
調
）
』
に
も
変
り
が
な
か
っ
た
こ
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と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
両
本
で
同
じ
文
掌
・
に
異
っ
た
『
点
』
の
附
…
せ
ら
れ
た
五

語
は
菅
本
に
『
四
声
点
』
を
附
け
た
嶽
熱
の
流
で
読
む
時
と
、
、
鶴
岡
本
に
『
罎
声

点
』
を
附
け
た
家
の
流
で
読
む
時
と
で
は
、
そ
の
語
の
音
調
に
違
い
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
菅
本
と
鶴
岡
本
と
を
比
較
す
る
と
次
の
如
し
。

四
声
占
…
の
付
い
　
　
両
露
菊
の
占
…
の

て
い
る
語
数
　

圃
じ
語
数

響
　
　
本

鶴
岡
本
一

一
二
九
…

　
　
　
［

　
　
　
｝

二
九
皿

両
者
の
点
の

異
る
語
数

悸
「

八
一

五

両
者
隅
じ
例
・

　
　
○

　
如
…
在
（
起
請
）

　
o
O

両
者
異
る
も
の

．
鶴
岡
本
（
第
二
条
）

　
　
シ
ユ
　
O
ケ
ィ

　
　
雛
一
敬

　
ラ
ソ
ウ
　
　
キ
ヤ
ウ

　
α

○後
一
節
（
第
…
条
）

　
　
　
○

菅
本
（
同
）

ソ
ウ崇

一
敬

O

　
鶴
岡
本
に
な
く
菅
本
に
あ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
拳
社
　
　
　
　
　
　
　
寺
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

　
　
四
　
鶴
岡
本
御
成
敗
式
目
の
乎
古
止
点
（
朱
点
）

鶴
岡
本
の
乎
齎
止
点
（
朱
点
）
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
　
助
詞
、
助
動
調
、
活
用
語
尾
を
示
す
に
『
星
点
』
　
『
鈎
点
』
　
『
線
点
』

　
　
を
用
ゆ
。

　
二
　
漢
字
の
読
み
を
示
す
に
『
星
点
』
を
爾
ゆ
。

　
三
　
句
読
符
帯
は
『
星
点
』
を
馬
ゆ
。

　
四
　
返
点
は
『
星
点
』
を
用
ゆ
。

　
今
、
こ
の
『
星
点
』
　
『
鈎
点
』
　
『
線
点
』
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
　
『
乎
古
止

点
』
を
大
別
す
る
と
仏
書
を
読
む
に
爾
ゆ
る
『
釈
氏
点
』
と
漢
籍
を
読
む
に
用

ゆ
る
縛
士
家
（
儒
家
）
点
の
二
つ
に
な
る
が
、
両
渚
と
も
諸
流
に
分
れ
て
多
数

の
『
点
図
』
が
存
す
る
。
　
『
博
士
家
点
b
も
書
籍
に
よ
り
異
る
点
が
用
い
ら
れ

る
の
で
『
主
点
』
と
『
紀
点
』
と
が
あ
る
。
鶴
岡
本
御
成
敗
紅
霞
の
『
乎
七
竈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

点
（
朱
点
）
』
は
博
士
家
点
の
一
な
る
清
家
点
で
あ
る
。

　
一
　
星
点
　
前
表
の
一
一
四
で
あ
る
が
、
e
は
清
家
点
に
よ
れ
ば
『
論
点
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
・

　
　
で
あ
る
が
、
他
の
点
図
に
は
紀
点
に
同
じ
点
図
が
あ
る
。
即
ち

ヲ
　
　
コ
　
ト
　
　
ト

ム（d）
■

晦
　
ノ

カ’

（b）

ア

〔註〕

　　ス　　　　　　ノへ

　（c）　（a）

・一マ字は次節

の乎古止点例の

見在しを示す。

以下嗣じ。

⇔
は
漢
字
の
読
み
方
を
翻
す
も
の
で
あ
り
、
鰍
『
カ
』
と
読
む
こ
と
を
示
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魂
㊨
窃
誉
㈱
の
返
点
は
　
嗣
中
　
い
　
で
・
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
、
・
返
　
　

（
レ
・
一
）

　
土
家
点
は
字
の
上
側
に
附
す
る
が
本
書
は
字
の
下
側
に
附
け
る
。

二
、
鈎
点
　
ホ
書
の
『
タ
ル
、
ス
ル
、
レ
ル
』
の
鈎
点
は
『
乙
』
の
形
を
す

　
る
が
、
こ
れ
は
清
家
点
の
『
紀
点
』
の
『
タ
ル
、
ス
ル
、
レ
ル
』
の
年
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
と
暴
く
。
　
レ
す
σ

『
澱
り
、
タ
リ
、

『
禦
り
、
タ
リ
、

ナ
リ
』
の
鈎
点
『
フ
』

ナ
リ
』
の
鈎
点
『
フ
』

ナ
リ
の

　
　
（

レ
D

ノ
（

レ
の7
σ

　
は
、
溝
家
点
の
『
紀
点
』

に
完
全
に
一
致
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ヨ
リ
幻
　
　
　
タ
リ
α

三
　
線
点
　
本
轡
の
『
線
点
』
『
ム
ル
、
シ
ム
』

　
『
ノ
＼
』
は
清
家
点
の
『
ム
ル
、
シ
ム
』
の

　
『
ノ
＼
』
に
一
致
す
る
。

（ユ）

（k）

シム

ムル

の

四
　
鈎
点
『
〉
』
は
清
家
点
の
経
点
、
紀
点
共
に
そ
の
類
型
が
見
当
ら
な
い

　
か
ら
、
本
書
独
特
の
点
か
、
又
は
私
の
知
ら
な
い
他
点
図
に
あ
る
か
も
知

　
れ
な
い
。
強
い
て
こ
じ
つ
け
れ
ば
、
清
家
点
の
言
言
『
シ
ム
＼
』
と
『
ム

　
ル
ノ
』
と
を
つ
な
い
で
、
こ
の
『
V
』
に
し
『
セ
シ
ム
ル
』
と
し
た
も
の

　
と
も
考
え
ら
れ
る
。

右
に
よ
っ
て
、
式
碧
条
文
の
笑
際
に
つ
い
て
例
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
五
　
鶴
岡
本
の
乎
古
止
点
例

凡
例一

、
P
ー
マ
宇
は
前
節
の
「
点
図
」
に
註
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
括
弧
の
中
の
数
字
は
、
式
目
条
数
を
示
す
。

一
、
本
文
の
右
側
に
あ
る
波
線
（
～
）
は
分
類
し
て
掲
げ
た
乎
古
止
点
の
例

　
を
示
す
。

一
、
乎
古
止
点
は
原
本
で
は
全
部
朱
点
で
あ
る
。

一
、
原
本
で
交
字
の
中
央
に
朱
点
を
付
し
た
も
の
は
、
8
ポ
イ
ン
ト
活
字
の

　
周
囲
を
枠
で
囲
み
、
こ
れ
に
代
え
た
。

“
ハ
ω
右
縄
創
㎡
天
之
敬
塗
威

　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
テ
　
　
　
．
ヒ

　
　
　
　
ω
傘
叉
．
至
・
浦
二
三
曇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
）
避
　
　
　
6

批
バ
ω
若
及
大
一
破
雷
二
上
．
子
一
細
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
。

　
　
　
　
⑱
女
子
・
警
有
．
向
一
背
》
之
儀
・
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bbCC

　
　
き

　
⑲
不
レ
然
・
者
文
如
二
郎
纐
㌘
緻
．

　
　
ヒ
ト
シ
ク

　
　
　
せ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

カ
㈹
均
慈
愛
之
書
淫
琢
（
鰍
「
・
」
・
藝
を
示

　
　
す
）

　
⑲
叉
如
二
郎
顧
｝
歎

　
　
　
）
蝋
　
　
　
　
イ
リ

ガ
⑩
儒
レ
細
胞
父
i
縄
之
．
憤
「

　
　
　
ロ
　
　
　
　
ラ
ン

　
〃
若
欝
レ
敢
鴻
人
之
財
寳
「

　
⑱
右
被
打
郷
誌
面
．
爲
雪
綿
油
・

　
　
．
、
　
　
シ
　
　
　
ヲ
　
　
～
　
　
　
　
　
ヲ

ス
図
可
下
修
造
二
寺
塔
記
鋤
串
一
行
・
佛
事
等
工
事

　
③
無
二
當
時
之
所
帯
一
者
・
不
能
駈
ち
催
μ

　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
ア
テ
勲

　
〃
分
調
補
記
．
官
於
郡
一
郷
…
充
の
課
・
公
一
事
於

　
　
庄
保
，
唱

　
　
　
ひ
モ
　
ぜ

　
⑯
縦
三
二
露
顯
ご

　
〃
自
今
以
後
可
停
恨
・
濫
－
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
ス

ズ
㈲
難
レ
載
ド
臼
－
歌
…
無
二
賊
，
物
｝
者
．
更
非
ご
沙
汰

　
　
　
　
二

　
　
之
限
一

d ce d

　
②
父
錘
所
鍾
璽
棚
礒
讐
劃
義
［
墾
不

　
　
譲
與
成
匹
子
慰
事

セ
⑪
依
颪
　
罪
糧
妻
｝
幽
所
領
．
被
波
牧
．
藩
｝
事

ム
（
助
動
詞
）

　
　
コ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
を

　
⑦
而
稻
二
先
組
之
本
領
叫
於
K
肇
御
裁
許
∴

　
　
暮

　
⑦
但
當
－
給
－
人
：
麿
罪
科
之
時
・

　
‘
⑭
右
爲
代
官
・
年
輩
．
有
殺
害
武
芸
重
科
一

　
　
総
記

　
　
　
　
　
　
ぞ
コ

ム
　
（
勤
詞
語
尾
）
㈲
∵
石
・
慧
篇
人
之
輩
「
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ト
モ

ナ
リ
（
起
請
）
御
成
敗
事
切
之
條
々
・
縦
雛
レ
不
二

　
　
せ
　
　
　
一
　
　
　
）
刀
　
　
　
　
ト
モ

　
　
　
　
　
同
之
憲
法
也
・
設
阜
難
被
レ
行
二

　
違
道
蓮
二

　
　
　
　
　
　
　
　
7
2

　
三
三
竺
一
同
之
越
度
也
．

　
　
　
　
　
　
契
　
　
　
　
シ

　
㈹
右
寺
敢
錐
レ
異
・
崇
数
是
｝
岡
，
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’鶴岡本御成敗式臼の四声点勉乎古止点に就て（池内）

ρ
－

｝ g f

　
　
一
　
　
　
2

　
③
庶
艦
以
」
無
－
蓮
也
．

ダ
リ
③
槻
夜
討
・
彊
盗
山
賊
濾
賊
・

　
　
　
フ

　
⑭
或
違
背
先
例
之
牽
法
　
考
臨
モ
継
代
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
　
之
所
行
讐

ヨ
リ
働
右
闘
殺
旧
基
・
起
自
首
口
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

　
㈱
大
昔
療
「
御
時
勢
來
・

　
　
　
　
　
　
フ

　
㈱
．
而
近
年
以
降
・

　
　
　
～
フ

タ
ル
．
⑯
爲
レ
謀
書
之
由
・
多
以
■
稽
．
．
之

　
⑯
但
御
家
人
之
外
爲
鴫
…
下
司
庄
富
「
之
輩
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヒ
　
　

　
二
又
地
頭
等
至
懸
置
賊
徒
「
者
可
レ
爲
レ
同

　
　
罪
苞
．

レ
ル
　
㈹
右
以
網
傳
之
私
．
領
9
要
用
之
時
・
令

　
　
　
　
　
Q

　
　
沽
却
者
．
定
法
也
．
短
慮
二
五
十
四
評

　
　
鼠
…
…
爲
定
法
之
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
㈱
右
就
謡
歌
」
被
下
問
難
病
、
定
例
也
．

○
肇
」

k1m

ス
ル
　
⑰
子
者
・
雛
レ
交
二
京
方
二
部
欄
・
關
東
之
輩

　
⑳
本
主
・
感
歎
・
其
志
一
之
蝕
：
：
稻
二
瀦
與
之

　
　
物
群
民
・
本
璽
子
孫
罫
書

　
⑳
妻
一
妾
得
二
因
護
ノ
被
離
別
・
後
．
領
－
知
・
彼

　
　
所
蛍
嘉
事
“

　
働
以
不
知
行
所
樋
文
書
●
寄
附
・
他
汰
事

　
　
　
　
セ

ム
ル
働
不
・
決
・
實
．
否
．
不
燃
輕
婁
窓
稔
罪
科

　
　
　
　
　
ユ
　
ル

　
　
之
跡
弓
私
令
二
渡
牧
一
之
條
．

シ
ム
（
セ
シ
ム
ル
）

　
⑳
右
∴
其
親
・
以
島
人
之
子
二
丁
暴
「
之
間
・

　
飼
此
上
於
令
難
澁
7
蓉

　
　
　
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ

　
㈱
定
・
華
輩
喧
嘩
一
緻
、

　
㈹
百
姓
七
瀬
…
時
・
総
…
逃
二
塁
損
i
亡
【
事

セ
シ
ム
ル
（
つ
二
）

　
o
ゆ
如
一
掛
之
禮
彙
・
勿
レ
肇
二
怠
慢
｝
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ユ
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
⑲
裳
三
堕
輩
蒸
7
敦
恵
勤
乏
縛
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
カ
イ
　
　
　
ケ

　
　
　
　
⑳
譲
得
一
壌
所
領
一
後
家
・
肇
改
一
嫁
一
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

無
点
の
令
字

　
　
　
　
⑤
　
諸
爾
｝
地
頭
令
レ
抑
鴫
㎜
一
留
年
貢
所
當
｝
事

　
鶴
岡
本
御
成
敗
堅
目
に
朱
点
せ
ら
れ
た
乎
古
止
点
を
以
て
式
饅
第
一
条
を
読

み
下
し
、
点
を
仮
名
に
改
め
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。
曾
根
本
仮
名
式
霞
も
便
宜

掲
げ
る
。

　
鶴
岡
本
御
成
敗
式
目
第
一
條

　
　
ギ
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

一
　
可
下
修
工
理
神
肚
一
專
中
祭
祀
上
野

齎（

j）

�
ﾗ
二
人
之
魏
畷
秘
レ
鵬
・
人
鄭
侮
六
盗
之
徳
「
添
レ
蕩
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
ヲ

然
則
、
恒
例
之
祭
－
祀
、
不
レ
致
二
陵
一
夷
↓
如
在
之
四
球
、
勿

　
ム
ル
コ
ト
　
ニ
　
ノ
ニ
ニ

レ
令
二
怠
慢
困
惑
レ
藪
於
二
念
東
御
分
國
々
井
庄
－
園
｝

　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　

ヲ
　
　
キ
　
　
ス
　
　
　
　

ヲ
　
　
　
　
　
　
リ
ア
ハ

者
地
－
頭
、
三
主
等
。
各
存
二
其
趣
一
可
レ
二
二
精
誠
一
也
。
鹸

　
　
　
テ
ウ
　
フ
ノ
　
　
　
ハ
　
テ
　
　

ノ
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

叉
、
至
徽
有
封
肚
「
者
、
任
二
代
女
符
｝
小
破
新
論
、
且
加
ニ

　
　
ヲ
　
テ
ニ
セ
パ
ヲ
テ
ノ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

修
理
叫
若
及
二
大
－
三
一
三
二
上
子
－
細
↓
随
二
目
其
左
右
｝
可

　
ルレ

有
二
其
沙
汰
｝
突
。

　
　
　
・
切
点
（
句
点
）

　
　
　
○
上
岡
（
魏
点
）

　
　
天
文
二
年
藩
学
坊
篤
本
（
外
記
清
散
位
宗
尤
相
州
）

　
　
し
ん
し
ゃ
　
　
し
ゅ
サ
　
　
さ
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ぴ
ら

一
　
紳
杜
を
修
理
し
祭
祀
を
專
に
・
ず
へ
き
事

　
ゑ
か
り
ヒ
し
ん
　
　
ひ
と
　
　
う
や
　
ぶ
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
し
ん
　
　
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ん

　
右
紳
は
人
の
敬
に
よ
て
威
を
ま
し
入
は
榊
の
徳
に
よ
て
蓮
を
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
イ

ふ
し
か
れ
は
す
な
ハ
ち
糠
乃
誰
野
を
い
た
享
盤
蔽

　
て
る
た
い
ま
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
り
ん
と
う
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ん
　
　
く
に

　
食
怠
慢
せ
し
む
る
こ
と
な
か
れ
こ
れ
に
よ
て
關
東
の
御
薦
乃
國
々

嬬
に
蹉
に
逡
て
は
諜
禮
華
．
留
．
そ
の
電
む
き
を
稀
し

　
柚
．
い
せ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
塗
⊂
ま
た
う
　
ふ
　
　
　
毘
し
ろ
　
　
協
毘
り
　
　
　
た
い
　
　
　
　
　
　
阜

　
精
誠
を
い
た
す
へ
き
な
り
蕪
叉
有
封
乃
砒
に
至
て
は
代
々
こ
の
符

　
　
　
　
　
せ
う
は
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
し
ゆ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
し
ヘ
ハ
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
ひ
し
　
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ん

　
に
ま
か
せ
小
破
の
と
き
且
修
理
を
く
わ
へ
若
大
破
に
及
子
細
…
を
｝
鷺

　
し
れ
う
　
　
　
モ
の
さ
　
う
　
　
　
し
あ
か
い

　
上
せ
ば
其
左
右
に
噛
随
て
そ
の
さ
た
あ
る
へ
し

　
式
昌
に
武
家
本
・
公
家
本
の
二
系
統
あ
る
こ
と
は
已
に
櫃
木
博
士
の
指
摘
せ
、

ら
れ
る
所
で
あ
る
。
今
、
私
は
鶴
岡
本
の
朱
墨
の
烹
を
調
べ
、
式
目
の
訓
読
法

に
つ
い
て
考
え
る
に
、
そ
の
訓
読
法
に
所
謂
武
家
本
、
公
家
耳
許
特
有
の
訓
読
法
　
臼

は
な
く
何
れ
も
搏
士
家
点
で
読
ん
で
麦
障
が
な
い
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。

　
①
　
松
方
辰
方
　
清
家
宇
突
（
百
科
大
辞
典
所
収
）

　
②
　
臼
本
州
挙
辞
典
所
駅
圏
点

③
　
墨
点
は
書
写
の
時
已
に
付
せ
ら
れ
た
竜
の

山小

e
執
筆
に
際
し
同
僚
杉
山
教
論
の
援
助
を
受
け
た
こ
と
を
記
し
て
嗣
氏
に

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
　
　
（
昭
和
二
十
九
年
＋
一
月
二
十
二
口
再
稿
）
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